
★
第

回
末
崎
町
民
ひ
な
祭
り

１７

主
催

末
崎
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

※
お
ひ
な
様
は
３
月
４
日
㈬

協
力

ま
で
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

末
崎
町
婦
人
会

気
軽
に
ご
来
場
下
さ
い
。

食
生
活
改
善
推
進
連
絡

但
し
、
日
曜
日
と
祝
日
は

協
議
会

休
館
と
な
り
ま
す
。

茶
道
教
室
『
滝
田
』

日
時

令
和
８
年
２
月

日
㈯

２１

午
前
９
時
～

時
１２

場
所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

内
容

☆
お
ひ
な
様
鑑
賞

９
時
～

時
１２

☆
呈
茶

９
時

分
～

時

３０

１１

☆
お
や
つ

子
供
に
限
ら
ず
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

・
開
催
時
刻
の
変
更

土
曜
日

９
時
～

時
１７

日
曜
日

９
時
～

時
１４

日
曜
日
の
終
了
時
刻
を

時
１７

か
ら

時
に
早
め
、
展
示
作
品

１４

の
搬
出
時
刻
を
設
け
る
。

・
舞
台
部
門
は
実
施
し
な
い

８
年
度
は
今
ま
で
行
っ
て
き

た
事
業
の
他
に
「
ま
ち
づ
く
り

活
動
」
の
実
施
が
増
え
、
敬
老

会
の
舞
台
部
門
に
集
約
す
る
。

敬
老
会
に
つ
い
て

・
舞
台
部
門
を
行
う

「
ふ
る
セ
ン
」
よ
り
末
中
体

育
館
へ
の
机
や
椅
子
の
移
動
、

清
掃
等
が
必
要
。
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
記
念
品
の
タ
オ
ル
は
無
地
の

も
の
に
（
の
し
は
付
け
る
）

物
価
高
の
た
め
タ
オ
ル
の
価

格
が
上
が
っ
て
い
る
。

例
年
通
り
、
８
年
度
の
敬
老

会
と
文
化
祭
の
会
議
を
７
月
に

行
う
予
定
で
す
。
こ
の
紙
面
の

内
容
に
つ
い
て
ご
意
見
等
を
お

持
ち
の
方
は
「
ふ
る
セ
ン
」
ま

で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

令

和

８

年

文

化

祭

・

敬
老
会

ご
意
見
を

★
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
会
場

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
カ
ッ
コ
内
は
主
催
者
）

①
１
月

日
㈫

２７

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

（
助
け
合
い
協
議
会
）

練
習
日

毎
週
火
曜
日

②
２
月
６
日
㈫

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ

(

ま
ち
づ
く
り
協
議
会)

練
習
日

１
月

日
㈮

３０

③
２
月

日
㈮

２０

ボ
ッ
チ
ャ

(

助
け
合
い
協
議
会)

練
習
日

１
月

日
㈮

２３

２
月

日
㈮

１３

④
３
月
６
日
㈮

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ

(

助
け
合
い
協
議
会)

練
習
日

２
月

日
㈮

２７

⑤
３
月

日
㈫

１０

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

(

ま
ち
づ
く
り
協
議
会)

練
習
日

毎
週
火
曜
日

い
ず
れ
も
９
時

分
集
合

３０

試
合
開
始
午
前

時
１０

初
め
て
の
方
大
歓
迎

お
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
８
日
に
、
町
民
文
化
祭

と
敬
老
会
の
反
省
会
議
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
反
省
を

受
け
、
令
和
８
年
度
の
実
施
の

方
向
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
、
ご
意
見
を
お

伺
い
す
る
た
め
に
館
報
に
掲
載

し
ま
す
。

町
民
文
化
祭
に
つ
い
て

・

月
に
開
催
す
る

１１大
中
の
文
化
祭
後
で
あ
れ
ば

中

学

生

の

作

品

を

展

示

で

き

る
。
菊
も
飾
れ
る
。
た
だ
し
、

展
示
で
使
用
す
る
パ
ネ
ル
の
借

用
が
６
月
に
決
ま
る
の
で
開
催

日
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。

「
来
場
者
に
投
票
を
し
て

い
た
だ
き
、
賞
を
上
げ
る
」

と
い
う
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

 

門之浜は末崎半島のほぼ真ん中に位置する世
帯 78 の半農半漁の地域。2021（令和３）年３月
に供用始まった「ドーナツ形」した環状交差点
（直径 30 ㍍、ラウンドアバウト）を出発点に漁
船が係留する門之浜漁港を目指した。まず、目
に入ったのが岩手の漁業を担う、岩手県栽培漁
業協会の施設（敷地約３万平方㍍）だ。1981（昭
和 56）年に県営の栽培漁業センターとしてスタ
ート。その後、1994（平成６）年に県沿岸市町
村、漁業団体など 69 の会員による一般社団法人
・栽培漁業協会を設立し、今日に至る。県北の
洋野町に同協会の種市事業所があり、両施設で
アワビ、ウニ、ヒラメ、アユなどの種苗生産に
取り組んでいる。中井とともに歩む県指定無形
民俗文化財「門中組虎舞」がある。由来は鎌倉
時代にさかのぼるという。田畑司館長（67）は
「地域の融和が一番だ。毎月ボッチャ、ラージ
ボール卓球、カラオケなどで親睦を図っている」
と意気軒昂。次は中井。 （U）

門之浜 地
域
の
シ
ン
ボ
ル
岩
手
県
栽
培
漁
業
協
会

標

記

に

つ

い

て

、

二

度

の

話

し

合

い

を

行

い

、

市

へ

の

提

案

及

び

要

望

内

容

が

次

の

通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

①
末
崎
で
利
用
し
た
い
設
備

・
体
育
館

・

ふ

る

さ

と

セ

ン

タ

ー

や

利

用

を

希

望

す

る

町

内

の
各
種
団
体
の
部
屋

②
市
へ
提
案

・

第

４

分

団

第

２

部

の

屯

所
を
校
舎
内
に
設
置

・
避
難
所
と
し
て
残
す

③
民
間
の
利
用
と
し
て

・

合

宿

所

や

ク

ラ

ブ

ハ

ウ

ス
等

・
店
舗

な

お

、

市

か

ら

は

利

活

用

は

校

舎

の

一

部

で

も

よ

い

。

解

体

費

用

は

市

が

負

担

す

る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ

の

要

望

に

つ

い

て

は

ご

意

見

等

あ

り

ま

し

た

ら

３

月

末
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

旧
末
崎
中
学
校
の

利
活
用
の
要
望

★
末
崎
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
杯

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
開
催

月

日

㈮

に

名

の

参

加

１２

２６

２３

に

よ

り

開

催

さ

れ

、

順

位

は

次
の
通
り
で
す
。
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津 波 な ん か に
負 け な い ！


